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■法人会の趣旨は…

法人会とは、よき経営者をめざす 108 万社の会員組織です。

法人会でのさまざまな業種の人との出会いは、新しい仕事のつなが

りをうみだします。

法人会は、公正な税制の実現のため経営者の声を国へアピールして

います。

■法人会のシンボルマークとは…

中心の円は、「法人会」のコア（核）である「よき経営者をめざす

ものの団体」を表しております。

そのコアのもとに集まる「人」の姿を「法人会」の頭文字“h”に

合わせ、企業と社会の健全な発展に貢献する団体であることを、

力強く象徴しています。
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◆
内
容
／
第
一
部　

通
常
総
会　

午
後
四
時
〜
五
時
三
十
分

 

第
一
号
議
案　

議
事
録
署
名
人
選
出

 

第
二
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平
成
十
九
年
度
事
業
報
告
承
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平
成
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決
算
報
告
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査
報
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四
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平
成
二
十
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事
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計
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案
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平
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懇
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午
後
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時
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十
分
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七
時
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費　

五
、〇
〇
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円
（
当
日
、
受
付
で
お
願
い
し
ま
す
。）

第
三
十
四
回 

通
常
総
会
の
ご
案
内

社
団
法
人 
豊
島
法
人
会
の
第
三
十
四
回
通
常
総
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
様
の
ご
出
席
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
へ

※写真は全て第33回通常総会のものです。

鈴
木
会
長

新
倉
顧
問

【
欠
席
さ
れ
る
方
は
、
委
任
状
の
提
出
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。】



会員増強に皆様のご協力をお願いします● 4

　

十
年
振
り
に
開
催
さ
れ
た
昨
年
に
続
き
、
今

年
も
春
の
陽
気
に
恵
ま
れ
た
三
月
九
日
箱
根
湯

本
温
泉
ホ
テ
ル
南
風
荘
に
て
一
泊
研
修
旅
行
が

行
わ
れ
、
総
勢
九
十
一
名
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

第
一
部
の
研
修
で
は
、
鈴
木
会
長
の
挨
拶
で

担
当
委
員
会
へ
の
労
苦
に
対
し
ね
ぎ
ら
い
の
こ

と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
若
林
厚
生
委

員
長
に
よ
る
講
師
紹
介
の
中
で
、
今
回
の
研
修

旅
行
が
組
織
・
厚
生
・
研
修
三
委
員
会
の
協
力

の
も
と
実
現
で
き
た
と
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
今
回
の
研
修
の
お
題
目
は
「
こ
れ
だ
け

は
し
て
お
き
た
い
・
こ
れ
か
ら
の
会
社
作
り
」

と
銘
打
ち
、
講
師
は
社
会
保
険
労
務
士
法
人

ウ
ィ
ル
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
社
員
で
あ
る

沖
田
恒
治
氏
に
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
五
部
で
構
成
さ
れ
、

一
部
„
よ
く
聞
く
、人
事
・
労
務
担
当
者
の
悩
み“

二
部
„
残
業
は
経
営
者
に
と
っ
て
良
い
こ
と

か
、
悪
い
こ
と
か
？“

で
は
管
理
監
督
者
の
定

義
、
管
理
監
督
者
の
誤
解
を
採
り
上
げ
、
い
ま

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
等
で
残
業
代
を
め
ぐ
る
裁
判
が

話
題
と
な
っ
て
お
り
、
経
営
者
に
と
っ
て
は
タ

イ
ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
で
し
た
。

三
部
„
会
社
の
中
は
ど
ん
な
感
じ
で
す
か
？“

四
部
„
急
に
「
辞
め
て
し
ま
え
！
」
と
言
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん“
　

五
部
„
準
備
は
万
端
で
す
か
？“

で
は
労
働

契
約
法
施
行
に
と
も
な
い
、
労
働
基
準
法

と
の
相
違
点
を
採
り
上
げ
、
今
後
は
就
業

規
則
を
周
知
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
最
後
に
飯
田
東

池
袋
南
池
袋
ブ
ロ
ッ
ク
長
よ
り
早
朝
の
超

過
勤
務
扱
い
に
つ
い
て
貴
重
な
経
験
談
が
話

さ
れ
、
第
一
部
の
研
修
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
こ
こ
か
ら
が
本
番
？
の
第
二
部

の
懇
親
会
が
、
午
後
六
時
よ
り
大
宴
会
場
「
明

星
」
で
行
わ
れ
、
今
年
の
司
会
は
山
口
事
務

局
長
が
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
鈴
木
会
長
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
宮
代
副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
の
あ

と
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
新
入
会
員
の
紹
介
を
各
ブ

ロ
ッ
ク
長
よ
り
行
わ
れ
、
盛
大
か
つ
和
や
か
に

会
が
進
行
し
ま
し
た
。

　

席
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
配
置
さ
れ
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
内
の
役
員
相
互
の
親
睦
が
深
め
ら
れ
、

ま
た
委
員
会
活
動
な
ど
で
親
交
の
あ
る
他
ブ

ロ
ッ
ク
の
役
員
同
士
の
交
流
も
こ
の
会
で
よ
り

深
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
の
芸
妓
さ
ん
に
よ
る
舞
踊
で

場
が
華
や
ぎ
、
中
村
南
長
崎
三
・
四
丁
目
支
部

長
の
舞
踊
、
若
林
厚
生
委
員
長
に
よ
る
ド
ジ
ョ

ウ
す
く
い
の
踊
り
が
場
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
そ
し
て
カ
ラ
オ
ケ
、
大
抽
選
会
と
つ
づ

き
、
南
山
副
会
長
の
中
締
め
で
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
豊
島
法
人
会
の
親
睦
は
こ
れ
か

ら
が
佳
境
と
ば
か
り
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
で
、
ラ
ー
メ
ン
コ
ー
ナ
ー

で
、
各
部
屋
で
、
そ
れ
ぞ
れ
懇
親
の
輪
が
広
が

り
一
泊
研
修
の
長
い
夜
が
終
わ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
翌
朝
の
朝
食
後
一
泊
研
修
旅
行
は
解
散
と

な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
年
度
末

の
多
用
な
中
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
各

位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
当
研
修
会

の
準
備
に
あ
た
っ
た
組
織
・
厚
生
・
研
修
の
三

委
員
会
担
当
者
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
そ
し
て

ま
た
次
回
を
期
待
さ
れ
る
研
修
旅
行
で
し
た
。

箱
根
一
泊
研
修
旅
行

◆
記
事
／
加
古 

博
昭

◆
写
真
／
若
林 

正
美

◇
開
催
日
／
三
月
九
日（
日
）・
十
日（
月
）

◇
場　

所
／
箱
根
湯
本
温
泉
ホ
テ
ル
南
風
荘

法人会の活動状況



●新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）89405

▲90名を越える出席者 ▲沖田恒治氏による講演 ▲鈴木会長のあいさつ

▲宮代副会長の乾杯の音頭 ▲盛大かつ和やかな宴会

▲芸妓さんの舞踏で華が咲く ▲大抽選会で盛り上がりました

▲懇親の輪が広がった箱根でした

法人会の活動状況



会員増強に皆様のご協力をお願いします● 6

▲平成20年度に向けて動きはじめる

　

豊
島
区
内
の
税
務
協
力
六
団
体
が
、
一
同
に
会
し
新
年
を
祝
っ

た
。

　

豊
島
納
税
貯
蓄
組
合
の
桐
生
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

来
賓
の
櫛
田
豊
島
税
務
署
長
、
名
倉
豊
島
都
税
事
務
所
長
が

あ
い
さ
つ
さ
れ
、
鈴
木
法
人
会
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
交

歓
会
が
始
ま
っ
た
。

　

ど
こ
の
テ
ー
ブ
ル
も
、
親
睦
を
深
め
な
が
ら
も
、
平
成

二
十
年
の
景
気
が
関
心
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

豊
島
税
務
連
絡
協
議
会
構
成
団
体

・
豊
島
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

・（
社
）
豊
島
法
人
会

・（
社
）
豊
島
青
色
申
告
会

・
豊
島
間
税
会

・
豊
島
酒
販
連
合
会

・
東
京
税
理
士
会　

豊
島
支
部

平
成
二
十
年 

　

気
持
ち
を
新
た
に

豊
島
税
務
連
絡
協
議
会

新
年
賀
詞
交
歓
会

一
月
十
五
日（
火
）／
ホ
テ
ル
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
京

三
月
二
十
一
日
（
金
）
／
桐
杏
学
園

 　

平
成
十
九
年
度
の
最
後
と
な
る
理
事

会
が
、
多
数
の
理
事
出
席
の
な
か
開
か

れ
た
。

　

議
事
に
先
だ
ち
、
厚
生
受
託
会
社
推

進
員
の
方
々
の
会
員
増
強
表
彰
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

　

議
題
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
、
す
べ
て

承
認
さ
れ
、
総
会
へ
の
準
備
が
整
っ
た
。

　

特
に
二
十
年
度
は
、
タ
ウ
ン
誌
の
発

行
が
予
定
さ
れ
た
お
り
、
楽
し
み
な
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

一
、
法
人
会
の
組
織
に
つ
い
て

　

二
、
第
三
十
四
回
通
常
総
会
に
つ
い
て

　
　
　
（
一
） 平
成
十
九
年
度
事
業
実
績
・

収
支
決
算

　
　
　
（
二
） 

平
成
二
十
年
度
事
業
計
画

案
・
予
算
案

　
　
　
（
三
）
理
事
選
任

　
　
　
（
四
）
総
会
表
彰

　

三
、
平
成
二
十
年
度
の
暫
定
予
算

　

四
、
法
人
会
の
イ
ベ
ン
ト
後
援

　

五
、
規
約
の
改
訂　

等
。

▲会員増強表彰

▲議事はすべて承認された ▲鈴木会長からあいさつ

第
三
十
四
回

通
常
総
会
に
向
け
て

第
四
回
理
事
会

法人会の活動状況
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▲講師の伊藤上席

　

豊
島
税
務
署
法
人
課
税
第
三
部
門
伊
藤
上
席

を
講
師
と
し
て
、
契
約
書
や
領
収
書
に
関
わ
る

印
紙
税
の
講
座
が
開
催
さ
れ
た
。

　

印
紙
税
は
、
日
常
の
経
済
取
引
に
お
い
て
作

成
す
る
契
約
書
、
金
銭
の
受
領
書
（
領
収
書
）

な
ど
に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　

こ
の
た
び
は
、
「
協
定
書
・
土
地
賃
貸
借
契

約
書
・
連
帯
保
証
人
の
記
載
が
あ
る
借
入
申
込

書
・
借
入
金
の
受
取
書
」
な
ど
問
答
形
式
で
判

り
易
く
講
座
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

多
忙
な
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
。
会
員
四
十
七

名
の
出
席
者
が
あ
り
ま
し
た
。

印

紙

税

実

務

講

座

二
月
二
十
二
日（
金
）／
測
量
地
質
健
保
会
館

　

豊
島
税
務
署
、
東
京
税
理
士
会
豊
島
支
部
、

豊
島
都
税
事
務
所
の
協
力
を
得
、
二
日
間
に
わ

た
っ
て
（
出
席
者
四
十
九
名
）
開
催
し
た
。

　

講
師
は
、
ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ
で
は
、
税
理
士
会
の
高

畠
・
尾
谷
先
生
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
は
、
都
税
事
務

所
の
事
業
税
課
の
布
野
主
任
、
小
島
上
席
、
望

月
主
事
、
須
之
内
主
事
が
交
代
で
つ
と
め
た
。

誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
電
子
申
告

e
┃

T
a
x
・
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
研
修
会

三
月
四
日（
火
）・
五
日（
水
）／
㈱
N
T
T
東
日
本
│
東
京
北

▲熱心に印紙税の基礎を学びました

　

ｅ
│

Ｔ
ａ
ｘ
の
研
修
は
、
パ
ソ
コ
ン
環
境
の

説
明
を
受
け
た
後
、「
開
始
届
出
書
」
の
作
成

や
電
子
証
明
等
特
別
控
除
（
五
千
円
）
を
受
け

る
方
法
な
ど
を
講
師
の
指
導
に
基
づ
き
受
講
者

が
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
す
る
と
い
う
実
践
的
な
内

容
で
行
な
わ
れ
た
。

　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
研
修
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
概

要
・
特
徴
・
利
用
手
続
き
・
利
用
届
出
を
、
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
説
明
し
た
。

　

二
十
年
度
に
お
い
て
も
、
法
人
会
で
は
こ
の

研
修
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

▲尾谷先生（東京税理士会豊島支部） ▲高畠先生（東京税理士会豊島支部）

▲ｅＬＴＡＸをパワーポイントで説明（写真提供：都税事務所）

法人会の活動状況



会員増強に皆様のご協力をお願いします● 8

▲喫煙マナーアップの呼びかけ（写真提供：豊島区）

歩
き
た
ば
こ
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
！

二
月
十
三
日（
水
）〜
二
十
五
日（
月
）
／
池
袋
駅
西
口

社
会
貢
献
委
員
会

喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

二
月
の「
喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
六
日

間
）
に
、
社
会
貢
献
委
員
が
延

十
二
名
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
豊
島

区
清
掃
環
境
部
エ
コ
ラ
イ
フ

課
の
参
加
依
頼
に
応
じ
た
も

の
で
毎
回
協
力
し
て
ま
す
。

　

池
袋
駅
西
口
周
辺
の
喫
煙

マ
ナ
ー
の
向
上
、
ポ
イ
捨
て

禁
止
に
つ
な
が
る
啓
発
活
動

で
あ
り
、
当
日
は
、
通
行
人

へ
の
呼
び
か
け
や
清
掃
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

「
仕
事
・
職
業
の
体
験
」
を
話
す

三
月
十
一
日（
火
）
／
豊
島
区
立
明
豊
中
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル

社
会
貢
献
委
員
会

職　

業　

講　

話

　

豊
島
区
立
明
豊
中
学
校
の
依
頼
に
よ
り
、
次

の
三
名
の
方
々
が
、
中
学
一
年
生
百
三
十
名
を

前
に
し
て
、
ご
自
身
の
「
仕
事
体
験
」
に
つ
い

て
の
話
を
し
た
。

◇
講　

師

　

・
臼
井
淳
子
氏 

臼
井
淳
子
税
理
士
事
務
所

　

・
高
橋
保
次
氏 

（
株
）
福
し
ん

　

・
千
野
富
久
氏 

（
株
）
千
野
時
計
店

　

臼
井
先
生
は
、
税
理
士
を
め
ざ
し
て
猛
勉

強
し
、
税
務
事
務
所
を
開
く
ま
で
の
経
過
、
高

橋
氏
は
、「
ラ
ー
メ
ン
」
と
の
出
会
い
、
東
長

崎
一
号
店
「
福
し
ん
」
の
開
店
等
、
千
野
氏
は
、

昔
は
修
理
が
主
で
あ
っ
た
時
計
屋
さ
ん
が
激
減

し
て
い
る
状
況
、
現
在
も
ゼ
ン
マ
イ
巻
き
の
時

計
を
愛
用
し
て
い
る
等
、
の
話
を
二
十
分
の
限

ら
れ
た
時
間
で
語
っ
た
。

◇
生
徒
の
感
想

　
「
臼
井
先
生
が
話
し
て
い
た
〈
資
格
は
横
に

並
ん
で
ス
タ
ー
ト
で
き
る
〉
と
い
う
言
葉
に
私

も
将
来
、
資
格
が
必
要
な
仕
事
に
つ
き
た
い
の

で
、
す
ご
く
心
に
残
り
ま
し
た
。」

　
「
何
気
な
く
行
っ
て
い
る
お
店
も
、
高
橋
さ

ん
の
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
が
あ
っ
て
、
い
ま
の
立

派
な
お
店
に
な
っ
て
い
る
。
本
当
に
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。」

　
「
千
野
さ
ん
か
ら
、
時
計
に
約
三
百
個
の
細

か
い
部
品
が
は
い
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
驚

き
ま
し
た
。
そ
の
部
品
を
組
み
立
て
る
の
も
、

作
る
の
も
た
い
へ
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。」

百
三
十
人
の
生
徒
個
々
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

を
も
た
ら
し
た
職
業
講
話
で
し
た
。

　

今
後
も
、
社
会
貢
献
委
員
会
で
は
、「
中
学

生
の
職
場
体
験
・
職
業
講
話
」
に
協
力
し
て
い

き
ま
す
。

▲千野富久氏

▲高橋保次氏

▲臼井淳子氏

法人会の活動状況
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海
外
研
修　

セ
ブ
・
マ
ク
タ
ン
島

二
月
八
日（
金
）〜
十
一
日（
月
）／
セ
ブ
・
マ
ク
タ
ン
島（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

青
年
部
会

海　

外　

研　

修

　

今
年
度
の
青
年
部
会
の
海
外
研
修
は
晴
天
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
季
節
ど
お
り
の
寒
さ
の
中

で
の
出
発
と
な
り
ま
し
た
。
全
員
時
間
ど
お
り

に
集
合
し
、
セ
ブ
・
マ
ク
タ
ン
島
へ
は
成
田
空

港
か
ら
出
て
い
る
直
行
便
を
利
用
し
ま
し
た
。

　

時
間
ど
お
り
セ
ブ
空
港
に
到
着
し
空
港
内
で

現
地
通
貨
へ
の
交
換
を
済
ま
せ
た
後
、
ホ
テ
ル

へ
直
行
し
ま
し
た
。
セ
ブ
へ
の
到
着
が
午
後
六

時
半
頃
で
あ
っ
た
た
め
、
初
日
は
会
食
の
み
と

な
り
ま
し
た
。
車
中
、
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
ま
で

の
光
景
は
、
ま
だ
発
展
し
て
い
な
い
頃
の
昔
の

日
本
の
町
並
み
の
よ
う
で
し
た
。
空
港
近
辺
は

そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
の
で
す
が
、
離
れ
れ
ば
離

れ
る
ほ
ど
そ
の
差
は
激
し
く
、
ま
た
ほ
ん
の
数

軒
だ
け
で
す
が
大
き
な
家
も
有
り
、
経
済
格
差
、

貧
富
の
差
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
最
初
に
ア
レ
グ
レ
ギ
タ
ー
工
場
を
訪
問

し
ま
し
た
。
そ
の
繊
細
な
技
を
見
学
し
ギ
タ
ー
の

種
類
や
、
更
に
は
表
面
、
裏
面
、
側
面
等
一
つ
の

ギ
タ
ー
の
場
所
に
よ
っ
て
も
木
の
種
類
が
違
う
な

ど
詳
し
い
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
木
を
乾
燥
さ

せ
る
た
め
に
六
年
〜
七
年
も
の
時
間
を
か
け
る
そ

う
で
す
。
次
に
７
D
マ
ン
ゴ
工
場
を
訪
問
し
、
ド

ラ
イ
マ
ン
ゴ
や
グ
ミ
の
マ
ン
ゴ
等
の
製
造
過
程
を

見
学
し
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
最
後
に
サ
ン
ミ

ゲ
ル
ビ
ー
ル
工
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。セ
ブ
で
は
、

特
定
の
お
店
以
外
日
本
の
ビ
ー
ル
は
無
く
、
そ
の

殆
ど
は
サ
ン
ミ
ゲ
ル
ビ
ー
ル
だ
け
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
税
制
で
す
が
、
基
本
的

に
労
働
所
得
と
受
動
所
得
と
の
課
税
制
度
に
区

分
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
法
人
税
の
課
税
所
得
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
法
の
も
と
で
設
立
さ
れ
た
「
国
内
法

人
」、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
で
事
業
に
従
事
す
る
支

店
な
ど
の
「
居
住
外
国
法
人
」、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国

内
で
事
業
に
従
事
し
な
い
「
非
居
住
外
国
法
人
」

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

納
税
者
が
各
源
泉
か
ら
稼
得
し
た
労
働
所

得
は
合
算
の
上
、
課
税
さ
れ
ま
す
。
法
人
の
場

合
は
35
％
の
一
定
税
率
で
す
。
こ
の
35
％
は
二

〇
〇
五
年
に
32
％
か
ら
35
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
二
〇
〇
八
年
末
ま
で
35
％
と

し
、
二
〇
〇
九
年
一
月
一
日
に
30
％
に
引
き
下

げ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
国
内

法
人
及
び
居
住
外
国
法
人
に
は
2
％
の
最
低
法

人
税
も
あ
り
ま
す
。

　

受
動
所
得
に
つ
い
て
は
、
所
得
の
種
類
及
び

納
税
者
の
区
分
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
5
％

〜
35
％
の
税
率
が
適
用
さ
れ
、
源
泉
徴
収
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
伝
統
的
な
課
税
体
系
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
利
益
は
法
人
レ
ベ

ル
で
一
旦
課
税
し
、
株
主
に
分
配
さ
れ
た
時
点

（
国
内
法
人
及
び
居
住
外
国
法
人
を
除
く
）
で
再

度
課
税
し
ま
す
。
法
人
が
支
払
っ
た
税
額
を
株

主
が
控
除
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

更
に
、
法
人
及
び
自
営
業
者
は
四
半
期
ご
と

に
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
第
一
〜
第
三
四
半
期
に
つ
い
て
は
期

末
か
ら
六
十
日
以
内
に
、
確
定
申
告
書
に
つ
い
て

は
年
度
末
か
ら
四
ヶ
月
十
五
日
以
内
に
提
出
し
ま

す
。
い
ず
れ
か
の
四
半
期
の
総
所
得
（
総
収
入
）
が

十
五
万
ペ
ソ
を
超
え
る
場
合
、
確
定
申
告
書
に
監

査
済
み
財
務
諸
表
を
添
付
し
ま
す
。

　

遅
延
し
た
場
合
は
25
％
の
加
算
税
、
年
率

20
％
の
延
滞
税
が
課
さ
れ
ま
す
。
仮
装
隠
蔽
な

ど
意
図
的
な
過
少
申
告
の
場
合
は
50
％
の
加
算

税
が
課
さ
れ
ま
す
。

　

セ
ブ
の
財
産
は
何
と
言
っ
て
も
「
綺
麗
な
海
」

と
一
年
中
夏
の
よ
う
な「
温
暖
な
気
候
」だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
財
産
を
破
壊
し
な
い
よ
う
に
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
人
た
ち
、
そ
し
て
私
た
ち
外
国
人
も
認
識

し
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
一
つ
。

い
ま
一
つ
は
、
ど
こ
の
国
も
同
じ
で
す
が
、
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
豪
華
な
食
事
を
し
て
い
る

人
も
い
れ
ば
、
日
々
の
生
活
に
困
り
、
教
育
も
受

け
ず
タ
バ
コ
や
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
売
り
歩

く
子
供
た
ち
も
い
ま
す
。
こ
の
格
差
が
少
し
だ
け

で
も
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
で
も
無
く
な
る
社
会
に

す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
。
そ
ん
な

こ
と
を
考
え
、そ
し
て
感
じ
た
海
外
研
修
で
し
た
。

（
記
／
梅
村
信
敏
・
写
真
／
渡
邉
耕
辞
）

▲アレグレギター工場にて

法人会の活動状況
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▲池田青年部会長より骨髄バンク寄付贈呈

▲ストライク続出で大接戦！

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
を
骨
髄
バ
ン
ク
へ

〜
命
を
救
う
「
究
極
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」ヘ
の
登
録
を
！！
〜

二
月
二
十
六
日（
火
）
／
財
団
法
人
骨
髄
移
植
推
進
財
団

青
年
部
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
寄
贈

接
戦
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
・
懇
親
会

二
月
二
十
八
日（
木
）／
ロ
サ
ボ
ウ
ル

青
年
部
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
暑
気
払

い
な
ど
の
浄
財
を
「
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
」
へ
贈

呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

木
村
成
雄
事
務
局
長
と
大
久
保
英
彦
広
報
渉

外
部
長
に
お
会
い
し
、
現
状
の
お
話
を
伺
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
で
設
立
か
ら
十
七
年
目
。

　

平
成
二
十
年
一
月
十
五
日
ド
ナ
ー
登
録
者
数

が
三
十
万
人
と
い
う
当
面
の
目
標
に
達
し
、
疾

病
患
者
の
93.

5
％
の
確
率
で
適
合
す
る
ド
ナ
ー

が
見
つ
か
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

し
か
し
、
今
も
な
お
適
合
す
る
ド
ナ
ー
候
補

者
が
一
人
も
見
つ
か
ら
な
い
患
者
さ
ん
も
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
る
事
か
ら
、
一
人
で
も
多
く
の
ド

ナ
ー
登
録
を
推
進
し
て
行
く
よ
う
取
り
組
ん
で

行
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

登
録
で
き
る
の
は
、
十
八
歳
か
ら
五
十
四
歳

ま
で
、
提
供
で
き
る
の
は
二
十
歳
か
ら
五
十
五

歳
ま
で
。
三
泊
四
日
の
全
身
麻
酔
手
術
で
、
体

重
60
㎏
の
方
か
ら
900
㏄
の
骨
髄
を
抜
く
と
い
う

「
究
極
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」（
事
務
局
長
曰
く
）

で
す
。
移
植
の
終
わ
っ
た
ド
ナ
ー
の
方
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
る
と
80
％
以
上
の
方
は
、
も
う
一

度
登
録
し
た
い
と
回
答
す
る
そ
う
で
す
。「
命
」

を
救
っ
た
達
成
感
が
、
再
度
登
録
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
に
あ
ら
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

（
記
／
高
村
光
朗
）

㈶
骨
髄
移
植
推
進
財
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／h

ttp
://w
w
w
.jm
d
p
.o
r.jp
/

　

今
年
も
青
年
部
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

五
レ
ー
ン
に
十
九
名
の
参
加
者
で
幕
が
開
き

ま
し
た
。
試
合
中
は
皆
さ
ん
ハ
イ
ス
コ
ア
を
狙
っ

て
精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
二
ゲ
ー
ム

を
投
げ
終
わ
り
、
今
年
も
僅
差
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
初
参
加
の
葉
山
幹
事
が
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
に
次
回
の

東
法
連
青
年
部
会
第
四
ブ
ロ
ッ
ク
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
の「
優
勝
」に
期
待
が
も
て
そ
う
で
す
。（
？
）

　

そ
の
後
、
懇
親
会
場
の
„
焼
肉　

蔵
“
へ
場

所
を
移
し
、
残
念
な
が
ら
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に

参
加
で
き
な
か
っ
た
会
員
も
合
流
し
、
表
彰
式

並
び
に
懇
親
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
お
肉
が
焦

げ
そ
う
な
く
ら
い
話
が
弾
み
よ
り
懇
親
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
／
月
井
幸
夫
）▲見事優勝した葉山幹事（右）

法人会の活動状況
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▲実りある正副会長を囲む会

税
務
研
修
会
・
正
副
会
長
を
囲
む
会

三
月
二
十
四
日（
月
）／
事
務
局
会
議
室
・
東
明
大
飯
店

青
年
部
会

　

国
際
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

中
小
企
業
診
断
士
等
他
に
も
多
く
の
肩
書
き
を

お
持
ち
で
、
青
年
部
の
幹
事
で
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
荒
川
雄
一
様
を
講
師
に
迎
え
、「
税
務
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
沢
山
の
会
員
の
方

が
集
ま
る
中
、
一
時
間
に
亘
る
大
変
有
意
義
な

講
演
で
し
た
。
研
修
項
目
は
「
失
敗
し
な
い
資

産
運
用
の
基
本
と
そ
の
税
金
」
で
し
た
が
、
世

界
の
金
融
動
向
と
二
〇
〇
八
年
の
見
通
し
、
国

際
分
散
投
資
の
必
要
性
、
資
産
運
用
の
基
本

そ
の
他
、
初
心
者
で
も
分
か
り
易
く
、
ま
た
実

際
に
資
産
運
用
を
し
て
い
る
人
で
も
勉
強
に
な

る
、
思
わ
ず
是
非
も
う
一
回
、
い
え
も
う
二
回

三
回
受
け
た
く
な
る
研
修
会
で
し
た
。

　

税
務
研
修
会
も
あ
っ
と
い
う
間
に
定
刻
と
な

り
、
豊
島
法
人
会
事
務
局
よ
り
会
場
を
移
動
し

て
、「
正
副
会
長
を
囲
む
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
鈴
木
会
長
を
は
じ
め
、
宮
代
副
会
長
、
長

島
副
会
長
、
そ
し
て
南
山
副
会
長
に
ご
出
席
頂

き
、
ま
た
青
年
部
も
二
十
名
近
く
が
出
席
し
た

盛
大
で
と
て
も
和
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

普
段
で
は
ゆ
っ
く
り
お
話
を
伺
え
な
い
正
副
会

長
の
皆
様
と
青
年
部
一
人
一
人
が
自
己
紹
介
も

兼
ね
、
正
副
会
長
皆
様
の
仕
事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
等
色
々
な
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

中
で
も
、
鈴
木
会
長
よ
り
「
e
│

T
a
x
の
推
進
」

の
お
話
を
頂
き
、
池
田
青
年
部
会
長
を
先
頭
に

青
年
部
も
一
丸
と
な
っ
て
「
e
│

T
a
x
の
推
進
」

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
く
盛
り
上
が
り
と

な
り
ま
し
た
。
料
理
も
進
む
中
、
三
本
締
め
で

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。　
（
記
／
梅
村
信
敏
）

▲荒川雄一氏による有意義な研修会

法人会の活動状況
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▲華やかなヴァイオリンの音色

三
十
周
年
を
迎
え
た
新
春
交
流
会

一
月
二
十
二
日（
火
）
／
リ
ビ
エ
ラ
東
京

女
性
部
会

研
修
会
・
新
春
交
流
会

　

一
月
二
十
二
日
、
三
十
周
年
の
節
目
の
新
春

交
流
会
を
、
リ
ビ
エ
ラ
東
京
に
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

第
一
部
の
研
修
会
で
は
、
大
石
部
会
長
の
ご

挨
拶
に
つ
づ
き
、
館
山
法
人
会
女
性
部
会
と
の

交
流
会
に
あ
わ
せ
て
、
豊
島
税
務
署
の
今
長
副

署
長
か
ら
「
安
房
の
歴
史
及
び
名
所
・
旧
跡
」
と

題
し
た
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
有
限
会
社
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役　

田
代
秀
雄
氏
よ
り
、
全
国
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
今
年
の
テ
ー
マ
に
タ
イ
ム
リ
ー

な
「
„
紙
“
か
ら
学
ぶ
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
極
意
」
と

い
う
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
の
や
さ

し
さ
や
暖
か
さ
、
紙
か
ら
見
る
「
生
産
」「
消

費
」「
回
収
」
の
好
循
環
等
々
の
内
容
で
、
実

際
に
テ
ー
ブ
ル
、
ソ
フ
ァ
ー
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
っ
て
の
素
晴
ら
し
い
講
演
で
し
た
。

　

第
二
部
新
春
交
流
会
で
は
、
大
石
部
会
長
、

南
山
副
会
長
の
ご
挨
拶
、
岩
田
相
談
役
の
乾
杯

の
後
、
新
春
に
ふ
さ
わ
し
く
華
や
か
な
装
い
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
K
O
K
O
氏
が
、
懐
か
し
い

曲
、
新
し
い
曲
を
奏
で
て
く
だ
さ
り
、
美
味
し

い
お
料
理
と
と
も
に
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
／
田
中
亜
子
）

▲田代秀雄氏によるエコロジーについての講演

▲今長副署長による「安房館山」の講演

▲皆さん熱心に聴き入りました

▲紙のソファーとテーブルに驚き！

女
性
部
会
三
役
会
で

初
釜

一
月
十
九
日（
土
）

女
性
部
会

初
釜
会

　

目
白
庭
園
に
て
開
催
予
定
で
あ
っ
た「
初
釜
」

は
、
会
場
の
確
保
が
で
き
ず
、
部
会
員
の
皆
様

に
は
、
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

新
年
を
迎
え
、
心
を
一
つ
に
今
年
の
事
業
の

遂
行
に
向
け
三
役
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
終

了
後
、
田
中
会
計
（
表
千
家
師
範
、
宗
亜
）
の

御
自
宅
、
茶
室
に
て
初
釜
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
床
に
は
若
竹
の
花
入
れ
に
青
柳

を
設
し
つ
ら
え
、
青
畳
と
沸
く
湯
の
「
音
」
は
、「
侘
び
」

「
寂
び
」
の
風
情
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

　
　
　
　
　
（
記
・
写
真
／
田
近
富
江
）▲田中会計によるお点前

法人会の活動状況
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太
陽
の
シ
ャ
ワ
ー
と
花
の
香
り
の
中
で

「
館
山
法
人
会
女
性
部
会
と
の
交
流
会
」

三
月
七
日（
金
）
／
千
葉
県
館
山
市
・
南
房
総
市

女
性
部
会

管
外
研
修

　

三
月
七
日
、
今
長
豊
島
税
務
署
副
署
長
の
ご

紹
介
で
、
館
山
法
人
会
女
性
部
会
と
の
交
流
会

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
陽
射
し
の
中
、

参
加
者
は
二
十
六
名
で
予
定
ど
お
り
定
刻
に
出

発
。
車
内
で
は
、
大
石
部
会
長
の
挨
拶
の
後
、

南
山
副
会
長
に
「
法
人
会
の
概
要
・
あ
り
方
・

公
益
法
人
に
つ
い
て
」
の
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国
と
お
仕
事
で
は
ゆ
か

り
縁
の
深
い
遠
藤
副
部
会
長
に
は
、
今
社
会
の

関
心
を
集
め
て
い
る「
中
国
の
食
問
題
」の
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
目
的
地
館
山
城
・
城
山
公
園
は
見
晴

ら
し
の
良
い
丘
陵
地
に
あ
り
、
館
山
市
立
博
物

館
や
日
本
庭
園
、
万
葉
集
に
読
ま
れ
た
約
百
種

類
の
植
物
を
集
め
た
万
葉
の
小
径
も
あ
り
、
花

の
公
園
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
館
山
城
は
「
南
総
里
見
八
犬
伝
」

の
資
料
館
に
な
っ
て
お
り
、
三
階
の
展
望
台
か

ら
は
三
六
〇
度
の
視
界
、
素
晴
ら
し
い
景
色
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
城
を
後
に
、
旅
の
宿
「
大
浜
」
に
到
着
。

昼
食
と
交
流
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
館
山
法

人
会
で
は
、
十
八
名
の
役
員
の
皆
様
が
玄
関
に

並
ん
で
出
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
館
山
法

人
会
会
長
、
女
性
部
会
長
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
役
員
の
皆
様
の
自
己
紹
介
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
が
、
柴
田
部
会
長
の
「
東
京
は
お
金
で
何

で
も
買
え
る
け
れ
ど
、
館
山
に
は
お
金
で
買
え

な
い
素
晴
ら
し
い
自
然
が
あ
り
ま
す
」
と
言
わ

れ
た
こ
と
が
、
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

管
轄
エ
リ
ア
は
豊
島
の
約
四
十
四
倍
の
広
さ

で
、
館
山
市
・
鴨
川
市
・
南
房
総
市
・
鋸
南
町

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

豊
島
法
人
会
か
ら
は
、
南
山
副
会
長
、
大
石

部
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
各
会
員
の
自
己
紹

介
を
行
な
っ
た
後
、
質
問
と
し
て
、
館
山
市
の

最
近
の
人
口
動
向
と
地
方
格
差
が
あ
る
中
で
の

こ
れ
か
ら
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
ま
た
、
美
味

し
い
魚
料
理
の
方
法
に
つ
い
て
等
を
尋
ね
、
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
漁
師
は
減
少
傾
向

に
あ
る
け
れ
ど
、花
の
生
産
業
者
は
順
調
で
す
」

と
い
う
お
話
も
伺
い
ま
し
た
。

　

楽
し
く
交
流
す
る
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、名
残
惜
し
み
な
が
ら
帰
路
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

途
中
、
千
倉
・
白
間
津
の
花
畑
で
花
摘
み
を

楽
し
み
、そ
の
上
お
土
産
に
花
束
を
い
た
だ
き
、

バ
ス
の
中
は
一
面
花
に
埋
ま
り
ま
し
た
。
道
の

駅
ち
く
ら
「
潮
風
王
国
」
で
は
、
新
鮮
な
魚
介

類
の
お
土
産
を
買
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
管
外
研
修
は
、
自
然
を
満
喫
し
、
一

▲澄みわたる青空と館山城

足
早
い
春
を
感
じ
る
楽
し
い
研
修
会
で
し
た
。

こ
の
研
修
会
で
得
た
「
糧
」
を
女
性
部
会
の
今

後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
記
／
野
本
芳
子
・
写
真
／
渡
利
由
子
）

▲館山法人会女性部会との交流会

▲一足早く春を見つけました ▲白間津の花畑で花に囲まれて

法人会の活動状況
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日
本
を
囲
む
国
際
情
勢
に
つ
い
て

二
月
十
九
日（
火
）
／
ホ
テ
ル
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
京

経
営
研
究
会

国
際
問
題
講
演
会

　

今
年
は
、
二
月
十
八
日　

パ
キ
ス
タ
ン
総
選

挙
、
二
月
二
十
五
日　

韓
国
大
統
領
李
明
博
氏
就

任
、
三
月
二
十
二
日　

台
湾
総
統
選
挙
、
八
月　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
そ
し
て
極
め
つ
け
の
十
一

月
二
日　

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
が
あ
り
ま
す
。

　

当
研
究
会
で
は
、
毎
年
国
際
問
題
に
つ
い
て

の
講
演
会
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
今
年
は
日

本
を
取
り
囲
む
国
際
情
勢
を
勉
強
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
二
〇
〇
八
年
北
東
ア
ジ
ア
情
勢
│
北
京
五
輪

前
後
の
中
国
は
ど
う
動
く
か
」
と
い
う
題
で
㈶

霞
山
会
・
主
任
研
究
員
の
阿
部
純
一
先
生
に
講

演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
六
時
か
ら
八
時
ま
で

た
っ
ぷ
り
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
概
略

◆
台
湾

　

総
統
選
挙
は
馬
英
九
氏
（
国
民
党
）
と
謝
長

廷
氏
（
民
進
党
）
の
一
騎
打
ち
の
様
相
で
あ
る

が
、
一
月
の
総
選
挙
で
大
勝
し
た
国
民
党
の
馬

氏
優
勢
の
状
況
で
あ
る
。
中
台
は
経
済
的
に
一

体
化
し
つ
つ
あ
り
、
台
湾
独
立
も
大
陸
か
ら
の

断
絶
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
最
近
で
は

旅
行
者
受
け
入
れ
な
ど
行
な
わ
れ
て
い
る
。
日

本
に
と
っ
て
は
日
本
留
学
（
京
大
）
経
験
の
あ

る
民
進
党
の
謝
氏
の
方
が
、
中
国
と
の
和
平
協

定
締
結
を
目
指
す
馬
氏
（
馬
氏
は
ア
メ
リ
カ
留

学
）
よ
り
日
本
重
視
で
望
ま
し
い
。

◆
朝
鮮
半
島

　

韓
国
新
大
統
領
の
李
明
博
氏
は
経
済
界
出

身
。
対
北
朝
鮮
の
宥
和
政
策
（
太
陽
政
策
）
は

引
き
継
が
な
い
が
、
氏
の
提
唱
す
る
経
済
政

策
は
日
本
の
賠
償
金
（
未
確
定
）
を
前
提
に
考

え
て
い
る
な
ど
矛
盾
が
多
く
前
途
多
難
と
の
こ

と
。
但
し
、
対
米
・
対
日
関
係
は
改
善
し
よ
う
。

　

北
朝
鮮
は
レ
ア
メ
ン
タ
ル
等
の
資
源
が
多
い
も

の
の
大
半
が
中
国
に
借
款
の
か
た
に
抑
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
不
満
と
し
て
北
朝
鮮
は
中
国
と
の

関
係
が
悪
化
し
つ
つ
あ
り
、
外
交
関
係
も
中
国
の

ク
ビ
キ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
最
近
の
餃

子
事
件
も
北
朝
鮮
の
工
作
と
の
風
評
が
あ
る
ほ
ど
。

◆
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
に
つ
い
て

　

日
本
に
と
っ
て
は
共
和
党
の
ジ
ョ
ン
・
マ

ケ
イ
ン
候
補
が
最
良
・
ブ
レ
イ
ン
等
に
知
日

派
・
親
日
派
が
多
く
日
本
重
視
の
外
交
政
策
が

と
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
民
主
党
オ
バ
マ
候
補
は

特
に
日
本
が
嫌
い
で
は
な
さ
そ
う
だ
が
ア
ジ
ア

政
策
・
対
日
政
策
が
ま
だ
判
ら
な
い
。
ク
リ
ン

ト
ン
候
補
は
最
悪
。
中
国
重
視
で
あ
り
沖
縄
サ

ミ
ッ
ト
に
も
来
な
か
っ
た
ほ
ど
の
日
本
嫌
い
と

思
わ
れ
る
。
彼
女
が
大
統
領
に
な
れ
ば
日
本
は

大
変
。
ま
す
ま
す
影
の
薄
い
存
在
と
な
ろ
う
。

◆
中
国

　

軍
事
費
が
十
九
年
連
続
で
二
桁
成
長
を
遂

げ
、
日
本
の
防
衛
予
算
を
上
回
る
規
模
に
達
し

て
い
る
。

　

著
し
い
経
済
成
長
を
つ
づ
け
る
中
国
だ
が
、

弱
点
は
あ
る
。
一
人
っ
子
政
策
の
結
果
、
日
本
を

上
回
る
急
速
な
高
齢
化
社
会
が
こ
れ
か
ら
来
る
。

生
産
人
口
は
二
〇
一
四
年
よ
り
減
り
始
め
る
。

　

ま
た
中
国
の
得
意
と
す
る
資
源
多
消
費
型
の

産
業
が
、
将
来
の
資
源
の
制
約
も
あ
り
、
こ
れ

か
ら
ど
こ
ま
で
伸
び
る
か
疑
問
。
注
目
の
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
が
、
五
輪
後
の
景
気
の
落
ち

込
み
は
そ
れ
ほ
ど
心
配
い
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。
北
京
は
上
海
と
比
べ
、
田
舎
で
あ
り
、
中

国
に
お
い
て
占
め
る
経
済
規
模
は
小
さ
い
。

　

活
発
な
質
疑
応
答
後
、
先
生
を
囲
ん
で
懇
親

会
が
行
な
わ
れ
た
。
久
し
ぶ
り
に
充
実
の
硬
派

な
講
演
会
。
先
生
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
、
長
時

間
お
疲
れ
様
で
し
た
。　
　
（
記
／
土
屋　

治
）

▲阿部純一先生による北東アジア情勢についての講演

法人会の活動状況
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稲
川
会
長 

再
選

第
三
十
三
回

豊
島
優
申
会
定
時
総
会

三
月
十
一
日（
火
）／
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

　

七
十
名
の
会
員
が
出
席
し
、
十
九
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
、
二
十
年
度
事
業
計
画
案
・

収
支
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
役
員

改
選
が
審
議
さ
れ
、
稲
川
辰
男
会
長
が
再
選
さ

れ
た
。

　

総
会
に
ひ
き
つ
づ
い
て
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
キ
ャ

ス
タ
ー
の
黒
岩
祐
治
氏
を
講
師
に
招
き
、「
ど

う
な
る
、
日
本
の
政
治
と
経
済
」
の
テ
ー
マ
で
、

春
季
研
修
会
を
お
こ
な
っ
た
。

▲稲川会長が再選

▲フジテレビキャスター黒岩祐治氏の講演 ▲櫛田豊島税務署長からの挨拶

発
見
！
発
見
！
豊
島
の
力
を
支
え
る

も
の
づ
く
り

と
し
ま
も
の
づ
く
り
メ
ッ
セ

三
月
二
十
日（
木
）〜
二
十
二
日（
土
）／
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
展
示
ホ
ー
ル
B

　
「
と
し
ま
も
の
づ
く
り
メ
ッ
セ
」
は
、
豊
島
法

人
会
、
豊
島
産
業
協
会
、
東
京
商
工
会
議
所
豊
島

支
部
等
数
多
く
の
団
体
の
協
力
、
協
賛
を
得
て
、

こ
の
た
び
実
現
し
た
。
㈱
関
越
物
産
の
こ
ん
に
ゃ

く
、
と
こ
ろ
て
ん
な
ど
の
試
食
、
都
立
北
豊
島
工

業
高
校
の
生
徒
達
の
考
案
作
品
。
豊
島
区
印
刷
関

連
産
業
団
体
に
よ
る
大
判
ポ
ス
タ
ー
、
箔
押
機
の

名
入
れ
作
成
な
ど
大
好
評
で
あ
っ
た
。

　

㈳
豊
島
法
人
会
会
員
企
業
か
ら
の
出
展
は
左

記
の
と
お
り

㈱
赤
見
製
作
所
・
浅
間
軽
石
㈱
・
㈱
伊
藤
園
・

㈱
関
越
物
産
・
㈱
サ
イ
ニ
ク
ス
・
佐
久
間
製
菓

㈱･

巣
鴨
信
用
金
庫
・
㈱
セ
イ
コ
ー
ア
ド
バ
ン

ス
・
タ
カ
セ
洋
菓
子
㈱
・
宝
印
刷
㈱
・
中
央
理

化
工
業
㈱
・
東
京
信
用
金
庫
・
㈱
東
京
タ
カ
ラ

商
会
・
永
田
精
機
㈱
・
白
十
字
㈱
・
林
時
計
工

業
㈱
・
日
立
プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
㈱
福

島
家
・
藤
澤
工
業
㈱
・
冨
士
製
袋
機
工
業
㈱
・

㈲
双
葉
発
條
工
業
所
・
㈱
プ
ラ
ナ
・
マ
キ
ノ
製

缶
㈱
・
立
教
大
学

　

今
回
の
も
の
づ
く
り
メ
ッ
セ
は
、
こ
れ
か
ら

の
都
会
型
産
業
の
姿
を
指
し
示
す
の
に
意
義
が

あ
っ
た
。
I
T
産
業
か
ら
伝
統
工
芸
ま
で
、
創
意

と
工
夫
を
凝
ら
し
て
I
T
独
自
の
技
術
を
披
露

し
て
い
た
。
私
た
ち
は
得
て
し
て
、
I
T
産
業
の

表
面
上
の
華
や
か
さ
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
。
し
か

し
、
縁
の
下
で
支
え
て
い
る
の
は
、
地
味
で
は
あ

る
が
我
々
地
元
豊
島
区
の
企
業
で
あ
る
。
そ
ん
な

自
信
と
自
負
が
、
力
強
く
聞
こ
え
て
く
る
「
も
の

づ
く
り
メ
ッ
セ
」
で
あ
っ
た
。

　

会
場
に
来
て
い
た
あ
る
年
輩
者
に
聞
い
て
み

た
。「
や
っ
ぱ
り
、
技
術
を
支
え
て
い
る
の
は
人
だ

ね
！
」こ
の
一
言
が
、と
っ
て
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
都
会
型
産
業
は
、
こ
う
し
た
人

間
の
自
信
と
自
負
に
支
え
ら
れ
た
産
業
で
あ
る
。

と
、
今
回
の
取
材
を
通
じ
て
深
く
感
じ
さ
せ
ら
れ

た
。　
　
　
　
　
　
　
（
記
・
写
真
／
阿
部
双
葉
）

▼活気あふれるものづくりメッセ

▲展示の説明を受ける
鈴木会長

法人会の活動状況
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目白ロードレース開催
2008.3.2

▲親子で激走！！

◇
場　
　

所
／   

豊
島
区
立
千
登
世
橋
中
学

校
・
学
習
院
周
辺

◇
主　
　

催
／  

目
白
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
実
行

委
員
会

◇
主　
　

管
／ 

豊
島
区
陸
上
競
技
協
会

◇
後　
　

援
／  

豊
島
区
・
豊
島
区
教
育
委

員
会
・
豊
島
区
体
育
協
会
・

目
白
協
議
会
・
学
校
法
人

学
習
院
・
社
団
法
人
豊
島

法
人
会
他

◇
特
別
協
賛
／
㈱
デ
サ
ン
ト

　

晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
、
千
人
あ
ま
り
の
ラ

ン
ナ
ー
た
ち
が
競
っ
た
。
記
録
を
更
新
で

き
て
よ
ろ
こ
ぶ
人
、
き
つ
い
け
れ
ど
も
完

走
を
め
ざ
す
人
、
そ
の
心
意
気
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
中
で
も
豊
島
税
務
署
の
深
水
法

一
統
括
官
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
人
目
を

ひ
い
た
。
帽
子
に
e
│

T
a
x
の
ハ
タ
を

た
て
、
5
㎞
の
上
り
下
り
を
走
る
、
走
る
。

ま
さ
に
確
定
申
告
期
間
中
の
グ
ッ
ド
タ
イ

ミ
ン
グ
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

高
田
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
貴
重
品
預
か
り
、

会
場
内
誘
導
等
、
大
会
運
営
の
一
端
を
担

い
、
法
人
会
の
P
R
に
も
な
っ
た
。

（
記
／
松
尾
和
代
子
）

▲春の目白を駆け抜ける ▲法人会も運営スタッフとして協力しました

▲走る e-Tax！？ 深水統括官

目白ロードレース開催第
11
回

2008.3.2 日

豊島法人会報に広告を掲載してみませんか

企業のPRに是非ご利用ください。

詳しくは法人会事務局までお問合せください。

お問合せ／豊島法人会事務局　TEL3985-8940（担当：市川）

〈広　告　募　集〉

会員増強に皆様のご協力をお願いします● 16

法人会の活動状況



●新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）894017

待
ち
に
待
っ
た
桜
最
前
線
、
い
よ
い
よ

南
大
塚
に
来
た
る

第
九
回
南
大
塚
桜
ま
つ
り

三
月
二
十
八
日（
金
）／
西
巣
鴨
中
学
校
桜
並
木
通
り

大
塚
西
巣
鴨
ブ
ロ
ッ
ク

　

恒
例
に
よ
り
、
今
年
も
年
に
一
回
の
桜
祭
り

が
開
催
さ
れ
た
。
豊
島
法
人
会
の
地
元
の
人
々

は
、
ど
ん
な
に
楽
し
み
し
て
い
た
こ
と
か
。
西

巣
鴨
中
学
校
の
家
庭
科
教
室
を
借
り
て
の
下
ご

し
ら
え
。

　

と
ん
汁
、
お
で
ん
は
、
な
ん
と
計
四
〜
五
百

食
分
で
あ
る
。

　

他
の
支
部
か
ら
も
、
女
性
が
お
手
伝
い
に
来

て
く
だ
さ
り
、
ま
た
各
支
部
長
の
方
々
も
小
雨

に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢
応
援
に
か
け
つ
け
て
下

さ
っ
た
。
豊
島
法
人
会
会
員
の
方
々
の
団
結
の

強
さ
を
感
じ
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
、
ま
た
一
般

の
方
々
も
大
勢
集
合
。
開
催
し
て
一
時
間
余
り

で
、と
ん
汁
、お
で
ん
は
あ
っ
と
言
う
間
に
人
々

の
お
な
か
を
満
た
し
、
な
べ
は
空
っ
ぽ
！

　

一
度
に
数
百
人
の
手
料
理
を
作
る
の
は
、
大

変
さ
も
あ
る
が
、
今
の
時
代
、
手
作
り
こ
そ
が

人
の
和
を
広
げ
、
ま
た
よ
り
一
層
の
団
結
力
を

強
め
る
源
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

南
大
塚
の
「
桜
ま
つ
り
と
手
作
り
お
で
ん
・

と
ん
汁
」
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
元
の
人
々
は
じ

め
、
皆
々
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
、
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

お
で
ん
を
食
べ
て
い
た
会
員
の
中
年
男
性
に

聞
い
て
み
た
。「
僕
は
、
第
一
回
目
か
ら
来
て

い
ま
す
よ
。
お
で
ん
、
と
ん
汁
は
実
に
美
味
し

い
ね
え
。
何
か
、
田
舎
の
お
ふ
く
ろ
の
味
を
思

い
出
す
ね
え
。
こ
の
日
の
来
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
ん
で
す
よ
。」

（
記
／
阿
部
双
葉
・
写
真
／
天
沼
友
一
）

▲西巣鴨中学校桜並木通りにて

▲手づくりのおでん・とん汁

▲あっと言うまに鍋はからっぽ ▲今年も大盛況

豊島法人会報では、表紙の写真、並びにお気に入りの店のコーナーの

ご紹介を会員の皆様より募集しております。

詳しくは法人会事務局までお問合せください。

お問合せ／豊島法人会事務局　TEL3985-8940（担当：市川）

〈表紙・お気に入りの店募集〉

●新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）894017

法人会の活動状況
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●新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）894021

JR大塚駅 
至池袋 

大塚台公園 

空蝉橋 

向原駅 

ホテル 
ベル 
クラッシック 

天
祖
神
社 

交
番 

交
番 

南口 

春日通り 

都
電
荒
川
線
 

東池袋店 

空
蝉
橋
通
り 

本
店
大
塚
店
 

　

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
ぶ
ら
り
大
塚
台
公
園
へ
。

き
ょ
う
も
ま
た
、あ
の
香
ば
し
い
パ
ン
の
香
り
が
漂
っ

て
く
る
。
一
九
四
六
年
創
業
。
先
代
の
御
両
親
か
ら

受
け
継
い
だ
大
野
恵
一
社
長
。
弟
さ
ん
と
共
に
、
毎

日
手
作
り
パ
ン
に
励
ん
で
い
る
。

美
味
し
く
安
く
、
良
い
パ
ン
を
…

　
「
美
味
し
く
安
く
、
良
い
も
の
を
売
る
の
が
一
番
」

と
力
強
く
述
べ
た
大
野
氏
。
と
て
も
実
直
で
働
き
者

と
い
う
印
象
。
自
慢
は
、
ク
リ
ー
ム
パ
ン
。
昔
な
が

ら
の
手
作
り
カ
ス
タ
ー
ド
で
、大
好
評
。コ
ッ
ペ
パ
ン
、

ロ
ー
ル
パ
ン
、ベ
ビ
ー
あ
ん
ど
う
、原
宿
ド
ッ
ク
、ロ
ー

ル
カ
ス
テ
ラ
、
ぶ
ど
う
入
り
食
パ
ン
な
ど
な
ど
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
お
客
さ
ん
に
聞
い
て
み
た
。

　
「
僕
は
、
十
年
前
か
ら
買
い
に
来
て
ま
す
よ
。
必
ず

買
う
の
は
、
子
供
パ
ン
。
僕
は
大
人
で
す
が
ね（
笑
）。

カ
ス
タ
ー
ド
の
甘
さ
と
、
パ
ン
が
ミ
ッ
ク
ス
し
て
、

い
い
味
な
ん
だ
よ
ね
〜
。」

ひ
と
味
違
う
本
物
の
大
松
…

　

手
作
り
パ
ン
屋
さ
ん
の
多
い
中
、
ひ
と
味
違
う
本

物
の
大
松
ベ
ー
カ
リ
ー
と
し
て
、
地
元
の
人
々
に
喜

ば
れ
、
定
着
し
て
い
る
。　
（
記
・
写
真
／
阿
部
双
葉
）

大野恵一社長

大松ベーカリー東池袋店
豊島区東池袋2-1-10
TEL.3971-2429
都電荒川線向原駅より徒歩1分
JR大塚駅より都電沿いに徒歩5分
定休日／日曜、祝日、第2土曜
営業時間／6:00～19:00・通年「笑っていいとも」で紹介されSMAPの中居君も食べたコッペパンもあります。
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従来、決算法人説明会の「ご案内」は、税務署、法人会の両方から差し上げておりましたが、平成19
年8月から税務署から申告月にあわせてのご案内のみとなりました。
なお、説明会は毎月開催しておりますので、申告月以外の月でも参加することができます。行事予定
表（23ページ掲載）で日程等を確認の上、ご参加ください。
また、法人会からのご案内に同封しておりました「決算シール」
は、本誌裏表紙に印刷されている「豊島法人会会員証」を点線で
切り取って、申告書に貼付してください。

⬆裏表紙の会員証を、申告書に貼付してください。

株式会社 瑞得興業
入　　会 平成19年11月　
代表者名 曽根 和夫
業　　種 建築解体業
所 在 地 豊島区駒込7-5-13-102
T  E  L 03-6423-2943
F  A  X 03-6423-2944

木造建築から工場高層ビルの解体
工事の会社です。アスベスト処理
内装解体等も行っております。安
全と安心をモットーにしています。

新 規 会 員 紹 介 コ ー ナ ー 順不同

株式会社 プランドゥ
入　　会 平成20年1月　
代表者名 石上 文男
業　　種 内装仕上工事業
所 在 地 豊島区南大塚1-60-19
 パルムハウス304
T  E  L 03-5976-4020
F  A  X 03-5976-4022

店舗の内装及び事務所、住宅等あ
らゆる内装に従事している会社で
す。

入　　会 平成19年11月　
代表者名 加藤 寿男
業　　種  太陽光発電、エコキュート等、

CO2削減のエネルギーの推進
所 在 地 豊島区池袋3-49-6
T  E  L 03-3988-3020
F  A  X 03-3988-7644

ストップ！！地球温暖化CO2削減の
為に街中にクリーンエネルギーを。
それが当社の夢です。御一報いた
だければすぐにおうかがいします。

入　　会 平成20年1月　
代表者名 中谷 公巳
業　　種  ITコンサルティング事業・
 システムソリューション事業
所 在 地 豊島区東池袋1-43-10-509
T  E  L 03-5396-2393
F  A  X 03-5396-2397

IT 技術を通して、企業・団体を対
象にインターネット接続・ホスティ
ング・アウトソーシングなどの
各種サービスを提供しています。

株式会社 富士クリーンエネルギー アクシスインターナショナル株式会社

巣鴨駅 

白
山
通
り
 

女
子
栄
養
大
学
 

と
げ
ぬ
き
地
蔵
 

至駒込 

慈眼寺 

本郷高・中 

染井
霊園
 

瑞
得
興
業
 

プランドゥ 南口 
JR大塚駅 

大塚シティホテル 

ヤマナカヤビル 

交番 

都電 
荒川線 

レストラン 

KMビル 

三菱東京UFJ銀行 

パチンコ 

花壇 

ビックカメラ 
豊島区役所 

三越 

明治
通り
 

池
袋 

パ
ル
コ 

交番 

中池袋公園 池
袋
駅 

アクシス 
インターナショナル 

丸井 

西口五差路 池
袋
駅 

西
口
 

富士クリーンエネルギー 

御獄神社 

郵便局 池袋図書館 
ロサ会館 

赤札堂 

入　　会 平成19年12月　
代表者名 中島　菊
業　　種  飲食業、貿易業
所 在 地 豊島区池袋2-62-1-503
T  E  L 03-5391-9398
F  A  X 03-5391-9398

中華料理、PUBなどを経営し貿
易などの仕事も展開しておりま
す。宜しくご指導のほどお願い申
しあげます。

サンシャイン国際商事株式会社

ファミリーマート 

ロサ会館 

劇場通り 

ト
キ
ワ
通
り
 

パチンコ 
遊大陸 

ルイーズ・オディエ 
 

シャルル・ド・コシル 
 

菊媽媽 

◎菊媽媽過橋米線
（中国雲南省料理店）
　池袋2-8-2 OSビル1F

◎PUBルイーズ・オディエ
　池袋2-10-3 絆ビル2Ｆ

◎PUBシャルル・ド・コシル
　池袋2-4-6 續亦第３ビル1Ｆ

新規会員を募集しております。
　新規会員紹介コーナーは、

新しく豊島法人会の仲間

に加わっていただいた方の

ページです。

　掲載希望の方は、指定原

稿がありますので、法人会

事務局までご連絡下さい。

（法人会事務局　TEL.3985-8940　担当／市川）

決算法人説明会の開催通知・決算シールについて

社団
法人豊島法人会会員証 

200804



豊島法人会　行事予定表（5～ 7月）

表
紙
の
言
葉

編
集
後
記

月　　日 行　　　　事 時　間 場 　　所

20年 5. 8 木 新設法人説明会 13:30～15:30 事務局会議室

5. 12 月 決算法人説明会 13:30～16:00 豊島勤労者福祉会館

5. 13 火 決算法人説明会 13:30～16:00 豊島勤労者福祉会館

5. 14 水 第34回通常総会 16:00～19:00 ホテルメトロポリタン

6. 6 金 新設法人説明会 13:30～15:30 事務局会議室

6. 11 水 決算法人説明会 13:30～16:00 税務署会議室

7. 4 金 新設法人説明会 13:30～15:30 事務局会議室

7. 8 火 決算法人説明会 13:30～16:00 税務署会議室

●新規会員募集中です。豊島法人会事務局／電話 03（3985）894023

東武小泉線 

東武佐野線 東武伊勢崎線 

至浅草 至熊谷 

P
P

至
高
崎 

つつじが岡公園 

東
北
自
動
車
道 

ボウリング場 

館林駅 
館林I.C

佐野 
藤岡 
I.C

至東京 

R50

R354

R407

R122

茂林寺前駅 

館林 野鳥の森 
フラワーガーデン 

　

春
爛
漫
の
花
の
宴

　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
桜
と

二
十
二
万
株
の
芝
桜
と
が

咲
き
誇
り
、
競
演
し
て
い

る
。
春
爛
漫
の
花
の
宴
、

正
に
こ
の
日
、
こ
の
場
、

こ
の
時
に
し
か
な
い
チ
ャ
ン
ス
だ
。
桜
は
す
で
に
四
月
七
日
で

散
り
か
け
て
い
る
。
芝
桜
の
満
開
は
四
月
中
旬
か
ら
五
月
初
旬

ま
で
だ
。
二
つ
の
こ
の
色
鮮
や
か
さ
は
明
日
は
な
い
だ
ろ
う
。

・
撮
影
場
所
／
群
馬
県
館
林
市　

館
林
野
鳥
の
森
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン

・
撮
影
年
月
／
平
成
十
九
年
四
月
七
日　

 

（
表
紙
写
真
・
記
／
若
林
正
美
）

　

木
々
の
芽
も
あ
ざ
や
か
な
春
ら
ん
ま
ん
の
季
節
で
す
。
み

な
さ
ま
に
は
、
こ
と
し
の
桜
は
い
か
が
で
し
た
か
。

　

会
報
誌
も
盛
り
沢
山
の
記
事
を
の
せ
て
、
書
き
手
の
体
温

が
伝
わ
る
よ
う
つ
と
め
て
、
工
夫
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

宮
代
副
会
長
、
堀
口
委
員
長
、
広
報
委
員
諸
氏
の
豊
富
な

ア
イ
デ
ア
と
意
見
が
反
映
さ
れ
て
、
興
味
を
ひ
く
、
読
み
や

す
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
ご
存
知
の
よ
う
に
、
各
部
会
・
委
員
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
は
め
ざ
ま
し
い
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
支
え
る
会
員
諸
氏
の
ち
か
ら

4

4

4

は
、
日
常
、
経
営
者
と
し
て
発

揮
さ
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
賜
物
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
誌
の
編
集
に
あ
た
っ
て
、
印
刷
会
社
の
今
村
氏
、
河
島
氏
に
専
門
的
な
立
場
か
ら
助
言

や
提
案
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
豊
島
法
人
会
と
し
て
、
互
い
に
双
方
向
、
実
の
あ
る
団
体
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。　

          　
　

 

（
記
／
四
月
号
編
集
キ
ャ
ッ
プ  

松
尾
和
代
子
）
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●第34回通常総会のご案内
●箱根一泊研修旅行
●法人会の活動状況

豊
島
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報  

第
二
〇
五
号
　
平
成
二
十
年
四
月
二
十
日
発
行
　
●
発
行
所  

社
団
法
人  

豊
島
法
人
会   

東
京
都
豊
島
区
池
袋
ニ
―
五
五
―
二  

鈴
木
ビ
ル
一
階
　
電
話
0
3（
3
9
8
5
）8
9
4
0
 
●
編
集
人  

広
報
委
員
会
 
●
印
刷  

（
株
）
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
　
定
価
二
〇
〇
円

4Cカラー
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申告書に切り取って貼付しましょう。 社団
法人豊島法人会会員証
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●第34回通常総会のご案内
●箱根一泊研修旅行
●法人会の活動状況


